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 研究要旨：高齢者炎症性腸疾患患者治療の現状を把握し、予後に直結するリスク因子の発見、制御の

ためのデータ収集を目的とする。臨床個人調査票を用いた記述疫学研究、入院患者を対象とした多施設

共同の後ろ向き研究では得られない、より詳細なリスク因子につき検討するため、多施設共同前向き研

究を計画した。 
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A. 研究目的 

 高齢者炎症性腸疾患患者治療の現状を把握

し、予後に直結するリスク因子を発見、制御する

ことを目的とする。 

これまでに、臨床個人調査票を用いた記述疫学

研究、過去 3年間の入院患者を対象とした後ろ向

き多施設共同研究を行ってきたが、より詳細なリ

スク因子につき検討する目的で、前向きの多施設

共同研究を計画した。 

 

B. 研究方法 

 （１）患者登録方法 

 最近1年以内に発症あるいは診断された潰瘍性

大腸炎（UC）・クローン病（CD）の患者を、60 歳

以上の「高齢者群」と 16 歳以上 40 歳未満の「非

高齢者群」に分類する（いずれも発症時あるいは

診断時の年齢）。高齢者１人に対応して、同時期

に発症し、なるべく重症度や病型の近い非高齢者

１人を対照者として登録、参加医療機関より研究

事務局へ登録票を FAX する。その際、登録票にあ

らかじめ決められたルールに従って連結可能に

コード化された「コード番号」、年齢、性別が記

載され、事務局ではこのコード番号により臨床情

報を管理する。患者の個人情報は各医療機関でコ

ード番号と連結して管理する。 

 登録された患者は 1年後、2年後に追跡調査を

行う。なお、治療内容には介入しない。 

 

（２）調査項目（UC・CD とも） 

①年齢・性別 

②臨床症状、重症度、病型、罹患範囲 

③発症から診断までの期間、鑑別に苦慮した疾患 

④合併症の有無（腸管・腸管外） 



⑤併存疾患、投薬の有無（特に NSAID、抗凝固薬、

抗血小板薬） 

⑥治療方法、薬剤投与による副作用の有無（特に

免疫調節薬や生物学的製剤） 

⑦手術の有無、あれば手術理由、術式 

⑧入院の有無、あれば入院理由、期間、転帰 

⑨血液データ（白血球数、赤血球数、ヘモグ

ロビン、総蛋白、アルブミン、総コレステロ

ール、CRP） 

（倫理面への配慮） 

本研究の実施につき、防衛医科大学校倫理委

員会の承認を得た。 

 

C. 研究結果 

 本研究を有効に進めるために、プロトコー

ル・アンケート内容に関して、共同研究者に

よる検討を慎重に行った。登録も順調に進ん

でいる。 

 

D. 考察 

 これまでの臨床個人調査票および多施設共同

後ろ向き研究から、高齢者 IBD での経過および治

療の傾向が少しずつ明らかとなった。また高齢者

IBD に関する報告も内外で増えているが、予後に

直結する因子についてはいまだ不明な点が多く、

多施設共同の前向き研究が不可欠であると考え、

今回計画した。特に併存疾患やそれに対する投薬

の有無（特に NSAID、抗凝固薬など）、治療内容と

治療による副作用、術後合併症の有無に重点を置

く。なお、この前向き研究は 2011 年 12 月に防衛

医科大学校倫理委員会で承認されており、2016 年

3月まで患者登録を行う。 

 

E. 結論 

 高齢者炎症性腸疾患の特性につき、多施設共同

研究の結果を報告した。また、予後に直結する因

子を解析するため、前向きの多施設共同研究を計

画し、進めている。 
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